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注目を集めるインターンシップは、
新卒採用戦略の切り札となるか？

新卒採用の「超売り手市場」が続いている。リクルートワークス研究所の調査によ
れば、来春卒業予定の大学生・大学院生を対象とした大卒求人倍率は1.78倍。こ

の数字だけ見れば「超売り手市場」が大げさな表現と感じられるかもしれない。し
かし、細かく調査結果を見ると、新卒採用に関して中小企業が危機的状況にある
ことがわかる。従業員数5,000人以上の大企業は求人倍率が1倍を割っており、逆
に300人未満の中小企業は6.45倍。大手志向が強まっていることは明らかだ。

実際、大手企業の選考を受け、その成否次第で中小企業の検討を始める学生が
大多数。当然、深く企業研究する学生は多くない。その状態を逆手に取るのに最
適なのが、インターンシップだ。

中小企業にとって、インターンシップのメリットは、企業内容と業務内容を同時に
理解してもらえる点。社内の雰囲気や中小企業ならではのスピード感、ダイナミズ
ムは、学生にとってイメージしづらいため、現場で経験して魅力を覚え、そのまま
採用試験を受けるケースも多い。
通常、インターンシップというと大学3年生が対象だが、秋冬に4年生対象として行

うことで、効果を発揮する可能性もある。経産省が企業向けの「インターンシップ
活用ガイド」をウェブサイトで公開しているほか、東京商工会議所が「インターン
シップ・職場体験ハンドブック」を発行したばかりなので活用してはいかがだろうか。


